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学びの道具としてのコンピュータ活用の実践的研究I

1.はじめに

当プロジェクトは,昨年度より「学びの道具として

のコンピュータ活用の実践研究」と題し,思考や表現

など生徒の主体的活動をサポートする学びの道具とし

てコンピュータやネットワークを活用する授業を開発・

実践することを目的として研究をすすめている。

昨年度は,中学校1年生の『総合的な学習の時間

(LIFE I「学び方を学ぶ」)』を対象として,コン

ピュータやネットワークを活用した表現・探究活動の

教材開発及び授業分析を行った。特に,ホームページ

を用いた研究発表およびホームページの掲示板機能を

活用した相互評価活動を通して,各自のペースで他者

のレポート(ホームページ)をじっくり読み,主体的

な意見交換ができるようになり,これらの活動が互い

の刺激となり探究活動を進める上で有効にはたらいた

と評価できた。ただ, 「こうしたらよい」とか「この

ような工夫がある」などの具体的なアドバイスまでは

十分できていない状況が課題であった1)。

今年度は,この『総合的な学習の時間(LIFE I

「学び方を学ぶ」)』の授業おいて「学び方」に重点を

置き,概念図法やポートフォリオ評価法を活用した展

開を行っている。

2.今年度のねらい

①　コンピュータ利用について

昨今のコンピュータの普及に伴い,中学校入学段階

で,ワープロやグラフィックソフトの経験者は多く,

キーボード入力に対しての抵抗も少なくなってきた。

また,インターネットへの興味・関心が高く,インター

ネット検索などコンピュータが知識を得るひとつの道

具として活用できることを知っている生徒も多い。し

かし,いざ授業で感想文の作成や調べ学習をはじめる

と,何を書いてよいかわからず進まなかったり,ホー

ムページ検索や書籍で調べたことをそのまま書き写し

てしまったり,ワープロのレイアウトや装飾に凝り,
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ほとんどの時間をそれに費やしてしまうなどの課題が

ある。コンピュータの利用は,学びを深めたり,自分

の考えや知識を再構成してまとめていく手段であって,

まとめるベースには,自ら課題を見つけ主体的に調べ

深めていく,いわゆる「生きる力」が重要である。特

に「総合的な学習」においてはこの生きる力の育成を

目標としており,授業で扱う課題や展開の開発ではこ

の視点が大変重要である。情報化時代である現代,こ

の「生きる力」の育成にコンピュータの活用が有効で

あるが,簡単に大量の情報を収集し, 「コピー」 -

「貼り付け」でレポートの体裁が整うため,ややもす

ると「学び」が「他者の引用」 「資料の写し」でとど

まり, 「各自の考え」が抜けてしまうおそれがあるわ

けである。そのため　LIFEIの授業では,コンピュー

タの利用方法などスキルの部分に加えて, 「調べ方」

や「まとめ方」, 「表現方法」など「学び方」に重点を

置いた展開を試みている。特に,自分の調べた情報を

取捨選択し,自分なりに再構成しまとめ表現していく

ため,箇条書きや概念図を作成しまとめていく部分を

強調した展開とした。

②　概念図の導入

得られた情報を整理し,まとめ,再構成するには,

例えば,内容を箇条書きや図で整理し,その関係や課

題を明らかにしていくことが重要である。特に,多く

の情報からキーワードを抽出し,その関係を図にして

いくことは,事象の関わりや次への課題を発見する有

効な手がかりとなる。この図の作成には相違点や類似

点をベン図としてまとめる方法や,キーワードを図に

していく心意図法, 「理解の本質は知識間の関連づけ

である」ということを前提にしてキーワードの関係を

表現する概念図法などがある。今年度この図などを利

用した「まとめ方」を教材として取り入れ,本の紹介,

課題研究でこれらの図を書かせた。概念図は,その段

階での生徒の理解を示すものであり,学びが進むにつ
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れ変化し,深まっていくものと考えられる。それぞれ

の段階の図を残し比較することで,生徒自身が学びの

歩みを振り返ることができる。このような自己評価に

よるメタ認知反省や,学んできた過程を振り返り評価

するポートフォリオ評価が今年度のテーマである。

(彰　評価の観点の明確化

「総合的な学習」では,生徒の「生きる力」の育成

が目標であり,評価基準に照らした絶対評価を重視し

て,子ども達のよい点や可能性,進歩の状況などを評

価する個人内評価を工夫する評価活動が重要となって

いる。その評価は生徒の発達段階に合わせた適切な時

期に行い,その結果を生徒-フィードバックすること

で生徒自身の達成感育成や今後の学習計画の立案・今

後の可能性の拡大など,自分自身の理解を振り返るメ

タ認知的活用をしたり,教材や指導方法など教師側の

改善・工夫の資料としても活用することで,評価と指

導の一体化を図ることが必要である2)0

評価を指導の一部ととらえ活用していくには,評価

の観点の明確化,単元の目標や内容の明示,評価の時

期・方法の明示が必要となる。

そこで, LIFEI　の評価の観点を,次表のように情

報処理技術・能力や表現技術・能力に関するスキルの

部分と,内容・思考・判断,そして意欲・関心・態度

などの情意画で設定した。

表　LIFEIの評価の観点

(D情報処理技術・能力

・コンピュータの基本操作,ワープロ・表計算の

利用,図やホームページの作成,ネチケットの

理解などの基礎技術を習得したか

・情報の取捨選択をしたか

・データの分析を適切にしたか

・概念図などで内容を適切にまとめることができ

たか

(診表現技術・能力

・文章,絵,グラフなどを有効に活用したか

・わかりやすいか

・読み手を意識しているか

・個性的か

・問題解決のプ白セスが明確に示されたか

・引用部分と本人の考えなどが区別できているか

③内容・思考・判断

・自分で課題を見つけられたか

・課題の設定が明確か

・深く掘り下げられているか

・論理的にまとまっているか

・内容に適しているか

・学習方法(問題解決のプロセス)が習得できたか

④意欲・関心・態度

・意欲的に取り組んだか

・主体的な活動か

・楽しんで活動しているか

・評価活動に積極的に参加しているか

・自己で満足できるか

・自分の学びを振り返り,自信が強まったか

年間の内容やこれらの評価の観点を明示するために,

自主テキストを作成し,その中に目標や,自己評価

チェックシートを取り入れた。

3. LIFEIの年間カリキュラム

今年度のLIFEIでは,年間計画は以下の表である。

自己評価と相互評価は,大項目として3学期に位置づ

けられているが, 1学期からの各段階で自己評価を繰

り返し,中間発表など各段階の発表で掲示板を活用し

た相互評価を行う展開となっいる。 3学期はそれらを

総合的に振り返り学習成果を検討する「ポートフォリ

オ検討会」的な位置づけとしている。

表2　LIFEI年間計画

月 単 元 名 学習のテーマ . ねらい 学習の具体的な内容

4

5

1 . 表現の方法を学ぶ .表現の基礎 としてのワープロ操作 . ワープロ操作 の基礎

や作図な ど一連のスキルの習得 をは 文章入力, 変換∴ レイアウ ト, 保存 ,

かる。 印刷な.ど。

. まとめ方の方法 として箇条書 きや .課題文 を良 く読み , その要約を箇条書

概念 図で表現す る0 きにした り, キーワー ドを抽出 して概念

. 各自別々の本 を選 び, その本 を課 図にする。

題本 としてまとめ方 の学習 , 表現活 . 「科学のアルバム」 シリーズから, 輿

動 を行 う。 (入力 する文章や探 究す 味を持った本 を 1 冊選び, その中の文章

る題材が 7 各 自が興味 を持 って選ん を題材に, 文章入力 と絵の作成 . 挿入を

だ本 をもとにしているということを 行 う。
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出発点とすることで,生徒の興味・
関心を高め,本の個性的な紹介やよ

り深い感想などを作成・表現させ,

互いに公開し表現力・構成力の育成
を目指す)。

・表計算ソフトの基礎
・表計算ソフトを活用して,分析能

力や表現能力を育む。

・ホームページ形式でまとめ,公開

していくことで,表現力のさらなる

育成をはかる。

2.探究の方法を学ぶ

3.相互評価と自己評価

・各自のテーマに関連して,さらに

詳しく課題を設定し,調べ学習を
行う。

・表現の道具,また調べ学習の手段

などの学びの道具としてのコン

ピュータの活用をはかる。
・研究内容を概念図の形でまとめ,

概要をわかりやすく表現する。

・中間発表では,それぞれのテーマ

について, 「こんなおもしろいこと

がある」 「これについて教えて」な

どの意見交換する中で関心を高める

とともに,調べ学習の課題を明確に

していく。

・研究をすすめる手順や発表方法を
学ぶなかで,探究能力を育成し,自

ら課題を見つけていく力を育てる。

・評価の観点を明確にして互いに相
互評価をする中で,各自の研究を振

り返り自己評価につなげ,メタ認知
的な視点を育む。

・課題を深め,探究活動の成果とし

てレポート(ホームページ)をまと
める

・これまでの各自の課題を振り返り,

それぞれの成長を評価し,自ら課題
を持って学んでいく姿勢を育成する。

・上記の本の紹介や感想の作成。

その本(テーマ)にどのように(なぜ)

興味を持ったか。本を読んで新たにわかっ

たことや興味を持ったこと,感想などを

まとめる。

・表計算ソフトの基本的操作技術の習得。

・データ処理と分析

理科年表や地図帳のデータを整理,分

析,比較しそのなかから各自の発見をま

とめさせる。また,各自のテーマに即し

たデータをグラフ化するなど,分析力や

表現力を深める。

・上記の本についての感想と本の紹介お

よび,これから調べたいことなどをまと

めホームページの形式で互いに公開する。

・インターネットでの調べ学習をするた

めの検索方法の習得やそれを利用する上

での注意点を学ぶ。

・各自のホームページに調べたことなど

を追加し,より広く深いものを作り上げ

ていく。

・探究活動の中間発表

ホームページの掲示板機能を活用し,
互いに意見交換を行う中で,さらに詳し

く調べる課題を見つける。
・意見交換を参考に,それぞれのテーマ

をさらに深く調べていく。この際,図書

館やインターネットの活用をはかる。
・さらに研究をすすめ,その内容をホー

ムページにまとめ公開する。その際,研

究目的(課題),調べた結果,残った課

題(疑問点),参考文献等を明記する。
・研究発表会を開き,質疑応答で意見交
換を行う。

・ホームページの掲示板機能を利用して,
相互評価を行う。

・意見交換や相互評価から,各自の研究

の成果や,残された課題などを整理する。

・これまでの成果はデータとしてコン
ピュータに保存されている。これらを振

り返り,コンピュータで何ができるか。

どのような利点があったかなどを振り
iki3。
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4.各段階での自己評価

ワープロの利用法,ホームページの作成法など基本

的な学習が進んだ各段階でチェックシートを利用した

自己評価を行う。そのチェックシートでは,各段階で

習得したスキルを評定尺度により表したり,気づきや

感想を記入するようになっている。

中間発表などで活用した,掲示板機能による相互評

価でも, 「まとめ方は適切か」, 「わかりやすく工夫さ

れているか」, 「いろいろな視点で調べているか」, 「次

の探究への助言(他の視点など)」, 「感想,意見(お

もしろかった点,よく調べている点など)」の視点を

指示して評価活動を行った。

下表に,本の紹介をホームページにまとめた後の自

己評価チェックシートを示す。

表3　自己評価チュックシート

自己評価チェックシート

次の各問いに数値で答えましょう。また、 ( )には感想などを書

きましょう。

5 = た いへ ん よ くで きた 。 (わ かっ た)

4 = 良 くで きた (わか った)

3 = まあ まあ

2 = あ ま りで きなか った (わか らなか った)

1 = ま った くで きなかっ た (わか らなか った)

記入した日時　　月　　日　　曜日　　限

1,コンピュータの操作について

①ワープロの入力,装飾,レイアウトができたか。　　[コ
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

②ファイルを開いたり,保存する方を理解したか。　　[:コ

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

③Internet ExplorerやFront Page Expressでのファイルの開き

方を理解したか。
(

①ホームページ作成で文書の入力ができたかO

(

⑤図や表のあるホームページが作れたか。
、

⑥リンクの張り方について理解したか。

、、

[:コ

)

[コ
)

⊂:コ
、

[:コ

2,ホームページの内容について

①本の紹介で,簡潔に本の内容をまとめることができたか。

■■

(

②自分の意見や感想をまとめたか。

(

③図や表を適EDに利用できたかO
、

④次にやってみたいことを書きましょう。

この自己評価の集計結果を,以下のグラフに示す。

図1, 2表より,ワープロやホームページ作成の基

本操作はできるようになったが,図の作成や,リンク

についてはこの段階では十分理解できていなかった。

また,内容については,十分とはいえないが自分の意

見など整理して入れるよう努力しているようである。

アンケートの自由記述部分からは,ホームページに

何をまとめていくか事前準備が不十分で,時間が足り

ず図や表の作成まで思うように作業が進まなかったよ

うである。

この点に関して(1-⑤と2-③の設問)は,男女

差が大きいこともわかった(図3, 4)。

教師側からみると,それぞれ文字入力や作図の方法

などについて一通りは習得しているが,自分の意見や

感想をまとめるのがなかなか進んでおらず,ホームペー

ジにまとめられた内容は相対的に男子のものの量が少

図1　コンピュータ操作についての自己評価

ホームページの内容について
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図2　ホームページの内容についての自己評価
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2- ③(男女差)
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のか。

②概念図の配置-枠や矢印の位置に意味を持たせる。

野球とサッカーの関係　[概念図]

1
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決まっていも

/

50

癖まってレ

図4　2-③の男女比較

なく,絵の作成もいろいろと描いては消してと書き直

している状況が男子で多かった。内容を絞り作業を進

めていく状況に差が見られたと感じている。

また,このチェックシートの結果を生かして個別指

導を進めることができた。

5.概念図を取り入れた授業実践

LIFEI　のスタートでは「学ぶ方法」を学ぶための

手段としての情報リテラシーの育成を行った。具体的

には,コンピュータの基本的操作技術を習得させ,コ

ンピュータを学びの道具としてどのように活用できる

かを理解させるとともに,文章をよく読みその要約を

箇条書きや概念図(概念地図)を利用してまとめていっ

た。それを受けた次の単元では,情報リテラシーの育

成のさらなる習熟を目指し,その次の探究活動に続く

足がかりを作ることを目標としている。

まず生徒は「科学のアルバム」シリーズ(あかね書

房仝100巻)から,興味を持った本を1冊選び,その

内容の要約や感想をまとめた。まとめる際には,その

内容が本の写しにならないように,独自の表現になる

ように注意する必要がある。

次に本の内容や感想を「本の紹介」としてホームペー

ジにまとめ, WEB上で発表した。入力する文章や探

究する題材が,各自が興味を持って選んだ本をもとに

出発するということで,生徒の興味・関心を高め,本

の個性的な紹介やより深い感想などを作成・表現させ

ている。もちろんここでは情報リテラシーの育成とし

て,ホームページ作成のためのソフトの利用,ホーム

ページに貼り付ける画像の作成のためのグラフィック

ソフトの利用なども指導している。

3番巨=ここれらの内容をいくつかの概念図にしていっ

た。概念図を考えることで選択したテーマにおける物

事の相関関係や理解の不足していた点などが明らかに

なり,選択したテーマへの理解がより深まる。さらに

これらをより効果的にするために,次の5つのポイン

トに注意させた。

①概念図の構成-何を枠にするのか。何を矢印にする
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規定の回数だけ-　　　　　　規定の放技時間がある!

ポールを持った方が

攻撃する!

ポイント①の説明で用いた概念図。 「野球」 「サッカー」と

いった対象と「競技時間」 「攻撃の方法」といった項目で

枠の形を変えている。

★野球とサッカーについての図表★

ザ声ヽm L、?、-:->(?.

まれている

I lつのポ-ルを使

って●●で鼓舞技を
する

規定がない

ポイント⑤の説明で用いた概念図。 「ある」 「ない」の部分

のフォントと色を変えることで対比させ,わかりやすくなっ

ている。



③枠の使い方-枠の形や色などに意味を持たせる。

④矢印の使い方-矢印の太さ・形・色・向きなどに意

味を持たせる。

⑤文字の使い方・-色やフォントなどで強調する。

これらのポイントを意図的に意識させることで,テー

マへのより深い理解が期待できる。

ただ,これらのポイントをいきなり生徒に示しても

戸惑うだけなので,ここで適切な例をあげる必要があ

る。前の単元で「野球とサッカーの違いについて」と

いう文章を題材として概念図を生徒に措かせている。

これら生徒の作品の中からこれらのポイントにそった

ものをいくつか取り上げて,より具体的にこれらのポ

イントについて事前に解説を加えた。

実際に生徒が概念図を措き始めると,そのテーマに

対する理解不足や洞察力の不足から意味づけの暖味な

ものや,異なる次元のものを同列に扱うなどの様々な

問題点が出てきた。そのため,概念図を描く途中はも

ちろん,いったん概念図ができあがった時点で,生徒

とともに①から⑤のポイントについて検討し,時には

これらの問題点を生徒に指摘し考えさせ,また時には

生徒ともに考えることが重要となる。ちなみに概念図

を措くためのソフトとしてこのたびは　Molip Draw

というフリーソフトを使用した。

できあがった概念図はホームページにつけくわえた。

これらの作品を互いに公開し相互評価をさせることで,

生徒自身の気づかなかった部分やより良い表現方法を

認識させ,そこから新たなる課題を見つけだし,それ

をこの次に行われる探究活動への足がかりにさせた。

相互評価はホームページにリンクされたWeb上の掲示

板を用いた。それぞれが他の生徒の作品を見て,その

感想やわからないところ,さらに調べて欲しいところ

などを記入するのである。

ここで注意しないといけないことが一つある。コン

ピュータや携帯電話の普及が進み,メールや掲示板機

能は生徒にとって身近な存在となってきている。その

まま掲示板を使うと,常日頃自分たちが利用している

のと同じ様な使い方をしてしまう。ともすると相手の

ホームページをはめるだけで終わってしまい,まった

く深まりのない掲示板となってしまうのである。この

掲示板の意図とその使い方を事前に,または使用の最

中に生徒によく説明する必要がある。

掲示板における意見交換が終わると,よせられた意

見の集約をし,そこから新たな研究テーマを探り出し

ていく作業を行った。具体的には,まずよせられた意

見を単純に箇条書きにしていった。次に箇条書きにし

たそれぞれの項目について,いろいろな角度からの検

討を加えさせた。よせられた意見に対して, 「どのよ

うな見方ができるか」, 「どう取り組むことができる

か」, 「新たな課題は何か」などをできる限り考えさせ

たのである。最後に色々な角度から検討を加えた中か

ら,自分の新たな探究活動のテーマを決めていった.

今後は,各自が決めたテーマに従って探究活動を行

い,それをまたホームページにまとめていき,さらに

それに対して再び掲示板を利用した相互評価を行って

いく予定である。

生徒が作成した概念図
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上記の単元終了後に,概念図作成について下記のよう

なアンケート調査を行ったので,その集計結果とあわ

せて示しておく。

概念図自己評価チェック

次の各問いに数億で答えましょう。また, ( )には感想などを

書きましょう。

5 = たいへんよくできた0 (わかった)

4 = 良くで きた (わかった )

3 = まあまあ

2 = あまりできなかった (わからなかった)

1 こ= まったくで きなかった (わからなかった)

記入した日時　　月　　日　　曜日　　限

1.コンピュータの操作について

①.概念図を描くためのソフトをうまく使うことができましたか。

¥zコ
、

②.作成した概念図をホームページにはりつけることができまし

たか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[=コ

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

2.概念図の作成について

(丑.内容を概念図にしっかりまとめることができましたか　en
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

②.わかりやすい概念図にすることができましたかO　　　⊂コ
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

さらに次のポイントにしぼって考えてみましょう。
③.枠の使い方(色や形など)を=夫することができましたかO

[=]
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

①.矢印の使い方(色・向き・形など)を工夫することができま
したか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rn

)

⑤.文字の使い方(色・強調など)を工夫することができました

か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[=]

)

(臥　概念図全体の構成や配置を工夫することができましたか。
¥zコ

)
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このアンケート結果からもわかるとおり,この概念

図を取り入れた授業は生徒にも好評だったようである。

概念図に表すためには,その内容をしっかり把撞する

ことが必要不可欠であるが,多くの生徒が内容をしっ

かりまとめることができ,いろいろなところで工夫す

ることができたということは,内容の把接や理解の深

化がうまくできたことを示していよう。生徒の書いた

感想にも,そのような内容を書いていた生徒が多かっ

た。その意味で,この概念図を取り入れた授業は「学

び方を学ぶ」という　LIFE Iの目的にそったものに

なっているのではないかと思われる。

6.おわりに

この実践は,学びの道具としてコンピュータを活用

しようとするものである。だがしかし,この実践の中

からコンピュータの新たな意義が見えてくる。

学習した内容を表現し,発表する。それを蓄積し,

相互評価活動をコンピュータ上で展開する。概念地図

法やポートフォリオ評価法を活用する。このようなこ

とを可能にするコンピュータは,もはや単なる「道具」

でもなければ,学びを成立させる単なる「場」でもな
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い。さらに豊かな学びをデザインすることの可能な

「学び」そのものであると言えるのではないか。

そこに広がる可能性のひとつには, 「総合的な学習

の時間」から各教科に戻って行くにあたり,それぞれ

の教科のあり方を進化・変容させることにもなる。

「教科」にとらわれず, 「総合的な学習の時間」にも

とらわれず,あらゆる領域において,自己表現のあり

方,探求のスタイル,達成感の確認と評価のあり方な

どを,根底から問い直すことになるのだ。学習者どう

しのつながりや,学習者と教師の関係についても変革

が生じるに違いない。 「学び」そのものの構造改革が

迫られることになるだろう。そういう意味で,コン

ビュータによる学習は,じつに多くの可能性を秘めた

ものなのである。
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